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長野県環境影響評価条例第 条第 項 規定に 下記 送付   

                                       

記 

 

対 象 事 業 名 称              湖周行政事務組合 処理施設建設事業 

報 告 対 象 期 間 
成 ８ 月 日  

成 ８ 月 日  

環境 保全 ため 措置 状況 評価書に基づき実施 詳細別紙  

対 象 事 業 実 施 状 況 

成 月 ８日工事着手 

新施設建設工事を施工中 別添図面等

 

○建設工事 

・躯体工事 

・プラント工事 

・内装工事 

 

 備考  必要に応 環境 保全 ため 措置 状況又 対象事業 実施状況に係

図面又 写真を添付  

  追加お 成 11 規則第 41 号] 
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項目 実施期間 
環境保全措置の

対象 
環境保全措置 環境保全措置の内容 

環境保全措

置の種類 

環境保全措置の実施状況 評価書 

掲載頁 今回対象 前回まで 

大
気
質 

工事中 工事関係車両

走行 

搬入時間 分散 工事関係車両 集中 いよう搬

入時期 時間 分散化 努  
低減 

搬入時間 分散 計画、実施 搬入時間 分散 計画、実施 4-1-71 

  交通規制 遵守 工事関係車両 走行 あたっ

、 度や積載量等 交通規制

遵守  

低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底  

   土砂搬出車両荷台

シ 覆い 

土砂搬出時 経路 粉 等 飛

散させ いよう、土砂搬出車両

荷台 シ 等 覆う 

低減 

該当  該当   

   土砂運搬車両等

タイ 洗浄 

土砂搬出車両 含 工事区域 出

入 車両 タイ 着いた土

砂 洗浄  

低減 

ハイウォッシ ― 洗浄 ハイウォッシ ― 洗浄  

   工事用出入口 路

面洗浄 

工事用出入口 路面 土砂等 落

下、流出 た場合、散水 洗

浄  

低減 

ほう 等 清掃及び散水

実施 

ほう 等 清掃及び散水

実施 

 

  廃棄物搬出入車

両等 走行 

交通規制 遵守 廃棄物搬出入車両等 、 度や積

載量等 交通規制 遵守  
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底 4-1-79 

   効率的 車両運行

実施 

効率的 車両運行 よっ 廃棄物

搬出入車両等 台数 削減

集中走行 回避  

低減 

効率的 車両運行 計画、実

施 

効率的 車両運行 計画、実

施 

 

  建設機械 稼動 排出ガス対策型機

械 使用 

建設機械 、排出ガス対策型 建

設機械 使用  
最小化 

排出ガス対策型 機械 使

用 

排出ガス対策型 機械 使

用 

4-1-96 

   建設機械稼動時間

抑制 

建設機械 、アイ リング停止

徹底  
低減 

アイ リング停止 徹底 アイ リング停止 徹底  

 

 建設機械 稼動

に伴う粉  

工事区域に仮囲い

設置 

粉 飛散防止 ため、工事区

域外周に工事用仮囲い 設置  
最小化 

仮囲い 設置 仮囲い 設置 4-1-102 

   排出ガス対策型機

械 使用 

建設機械 、排出ガス対策型 建

設機械 使用  
最小化 

排出ガス対策型 機械 使

用 

排出ガス対策型 機械 使

用 

 

   工事区域へ 散水 土 こ 飛散防止 ため、工事

区域へ 散水 行う 
低減 

うき等にて清掃及び散水

実施 

うき等にて清掃及び散水

実施 
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項目 実施期間 
環境保全措置の

対象 
環境保全措置 環境保全措置の内容 

環境保全措

置の種類 

環境保全措置の実施状況 評価書

掲載頁 今回対象 前回まで 

騒
音 

工事中 工事関係車両

走行 

搬入時間 分散 工事関係車両が集中し いよう搬

入時期・時間 分散化を る 
低減 

搬入時間 分散を計画、実施 搬入時間 分散を計画、実施 4-2-19 

  交通規制 遵守 工事関係車両 、 度や積載量等

交通規制を遵守する 
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底  

  廃棄物搬出入車

両等 走行 

交通規制 遵守 廃棄物搬出入車両等 、 度や積

載量等 交通規制を遵守する 
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底 4-2-25 

   効率的 車両走行

実施 

効率的 車両走行 よって廃棄物

搬出入車両等 台数を削減すると

と 集中走行を回避する 

低減 

効率的 車両走行を計画、実

施 

効率的 車両走行を計画、実

施 

 

  建設機械 稼動 工事区域 仮 い

を設置 

工事区域外へ 建設作業騒音 伝

搬を抑制するた 、工事区域外周

工事用仮 いを設置する 

最小化 

仮 いを設置 仮 いを設置 4-2-36 

   低騒音型機械 使

用 

建設機械 、低騒音型又 超低騒

音型 建設機械を使用する 
最小化 

低騒音型 機械を使用 低騒音型 機械を使用  

   建設機械 稼動時

間 遵守 

早朝・夜間及び日曜日 、騒音を

発生させる作業 原則実施し い 
最小化 

機械稼働時間等を遵守 機械稼働時間等を遵守  

振
動 

工事中 工事関係車両

走行 

搬入時間 分散 工事関係車両が集中し いよう搬

入時期・時間 分散化を図る 低減 
搬入時間 分散を計画、実施 搬入時間 分散を計画、実施 4-3-14 

   交通規制 遵守 工事関係車両 、 度や積載量等

交通規制を遵守する 
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底  

  廃棄物搬出入車

両等 走行 

交通規制 遵守 廃棄物搬出入車両等 、 度や積

載量等 交通規制を遵守する 
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底 4-3-19 

   効率的 車両走行

実施 

効率的 車両走行 よっ 廃棄物

搬出入車両等 台数を削減する

集中走行を回避する 

低減 

効率的 車両走行を計画、実

施 

効率的 車両走行を計画、実

施 

 

  建設機械 稼動 低振動型機械 使

用 

建設機械 、低振動型 建設機械

使用 努 る 
最小化 

低振動型 機械を使用 低振動型 機械を使用 4-3-26 

   建設機械 稼動時

間 遵守 

早朝・夜間及び日曜日 、振動を

発生させる作業 原則実施し い 
最小化 

機械稼働時間等を遵守 機械稼働時間等を遵守  
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項目 実施期間 
環境保全措置

対象 
環境保全措置 環境保全措置 内容 

環境保全措

置 種類 

環境保全措置 実施状況 評価書

掲載頁 今回対象 前回ま  

水
質 

工事中 工事 よ 影響 洗浄排水 河川放

流 回避 

解体 伴う洗浄排水 場外搬出処

分とし、河川放流 行わ い 
回避 

該当 し 該当 し 4-6-7 

  洗浄排水 濁

管理 

洗浄排水 浮遊物質量濃度を

10mg/L以下 維持す  
低減 

該当 し 該当 し  

   ア カ 排水 中

和及び流出防止 

pH調整機能を備えた仮 砂池を設

置す 等 対策 よ 、ア カ

排水 流出を防止す  

低減 

該当 し 

 

該当 し 

 

4-6-9 

土
壌
汚
染 

工事中 土地造成 切

土・盛土  

土壌汚染 恐

い採土場 選定 

地歴 確認等 よ 土壌汚染 恐

い採土場を選定す  
低減 

該当 し 該当 し 4-7-8 

  搬入す 土砂 適

宜測定 

搬入す 土砂 土壌汚染状況を適

宜測定す  
低減 

該当 し 該当 し  

   発生土 場内処理 造成 よ 発生し 土 、

け建設地内 処理 盛土等 を

行う 

最小化 

該当 し 

 

該当 し 

 

 

  建築物・工作物

等 撤去・廃棄、

廃材・残土等

発生・処理 

強風時 土工事中

止及び散水 

強風時 、土工事を中止す こ

加え、散水を行い、飛散防止

対策 す  

低減 

該当 し 該当 し 4-7-11 

  場外運搬時 車両

洗浄 

場外運搬時 、運搬車両 タイ

ヤ等 付着し 塵等を現地 設置

し 洗浄設備 、洗浄す  

低減 

該当 し 該当 し  

  取水・揚水・排

水・水使用 

洗浄前 漏洩防止

措置 

洗浄水 、土壌中へ浸透し いよ

う、洗浄前 土間 亀裂 調査、

建屋内部 排水側溝 排水先 調

査を行い、漏洩及び流出し いよ

う措置を行う 

低減 

該当 し 該当 し 4-7-12 

   定期的 点検 適宜、漏洩及び流出 無いよう定

期的 点検す  
低減 

該当 し 該当 し  
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項目 実施期間 
環境保全措置

対象 
環境保全措置 環境保全措置 内容 

環境保全措

置 種類 

環境保全措置 実施状況 評価書

掲載頁 今回対象 前回ま  

地
形

・
地
質 

工事中 土地造成 計画・設計時 確認 盛土部 安定計算 実施 

 
最小化 

該当 し 該当 し 4-8-19 

   造成地盤高 、よ く設定す

こ よ 安定性へ 配慮 
減 

該当 し 該当 し  

   小段 設置及び小段へ 浸食防止

排水溝 設置 
減 

該当 し 該当 し  

    対象事業実施区域 西側斜面 対

し 、 土ブロック積擁壁等

す こ 、安全性 配慮す  

減 

該当 し 該当 し  

    事業実施区域 排水工整備 よ

、雨水 地 浸透量を現況以

抑制す  

減 

該当 し 該当 し  

   施工時 配慮 十 転圧 実施 

 
減 

該当 し 該当 し  

 

  掘削 計画・設計時 確認 適 掘削 置 検討 

 
最小化 

該当 し 該当 し 4-8-20 

    掘削深度 最小化等 

 
最小化 

該当 し 該当 し  

    適 掘削方法 検討 

 
減 

該当 し 該当 し  

   施工時 配慮 矢板等 設置 よ 崩落防止 実

施 
減 

該当 し 該当 し  

動
物 

工事中 建設作業 工事区域 仮囲い

を設置 

工事区域外へ 建設作業騒音 伝

搬を抑制するため、工事区域外周

工事用仮囲いを設置する 

最小化 

仮囲いを設置 仮囲いを設置 4-10-42 

  低騒音型機械 使

用 

建設機械 、低騒音型又 超低騒

音型 建設機械を使用する 
最小化 

低騒音型 機械を使用 低騒音型 機械を使用  

   建設機械 稼動時

間 遵守 

早朝・夜間及び日曜日 、騒音を

発生させる作業 原則実施し い 
最小化 

機械稼働時間等を遵守 機械稼働時間等を遵守  
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項目 実施期間 
環境保全措置

対象 
環境保全措置 環境保全措置 内容 

環境保全措

置 種類 

環境保全措置 実施状況 評価書

掲載頁 今回対象 前回まで 

動
物 

  作業員へ 安全配

慮 周知 

工事中 カモシカ等 衝突事故

等 留意 旨を 作業員 対

十分 周知  

最小化 

作業員 周知徹底 作業員 周知徹底 4-10-42 

   希少猛禽類 営巣

状況 応 た弾力

的 保全措置 実

施 

希少猛禽類 営巣状況 つい

工事中 事後調査を実施

そ 中 事業実施区域近傍 お

い 営巣が確認さ た場合 つい

工事 実施時期や実施手順

検討 監視体制 強化 保

全策 つい 検討を行い 実施

必要があ 判断さ た場合

保全措置を実施  

最小化 

希少猛禽類 営巣状況 つ

い 現地調査を実施  

希少猛禽類 営巣状況 つ

い 現地調査を実施  

 

景
観 

工事中 工事 よる影響 工事区域周辺へ

仮囲い 設置 

工事中 大型建設機械等を遮蔽す

るため 、工事区域周辺 仮囲い

を設置する 

最小化 

仮囲いを設置 仮囲いを設置 4-12-9 

   仮囲い 色彩等

考慮 

仮囲い 資材 選定 あたっ

、景観 及ぼす影響を緩和させ

るよう 色彩、デザイン あるこ

を考慮する 

低減 

景観 配慮 景観 配慮  

   建設中 建屋 囲

い 

囲い 資材 選定 あたっ 、

景観 及ぼす影響を緩和させるよ

う 色彩、デザイン あるこ を

考慮する 

低減 

景観 配慮 景観 配慮  

触
れ
合

い

活
動
の
場 

工事中 工事関係車両

走行 係る騒音

及び振動 

搬入時間 分散 工事関係車両が集中し いよう搬

入時期・時間 分散化を図る 
低減 

搬入時間 分散を計画、実施 搬入時間 分散を計画、実施 4-13-11 

 交通規制 遵守 工事関係車両 、 度や積載量等

交通規制を遵守する 
低減 

工事関係者 周知徹底 工事関係者 周知徹底  
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項目 実施期間 
環境保全措置

対象 
環境保全措置 環境保全措置 内容 

環境保全措

置 種類 

環境保全措置 実施状況 評価書

掲載頁 今回対象 前回まで 

触
れ
合
い
活
動
の
場 

 工事 伴う騒音 工事区域 仮囲い

を設置 

工事区域外へ 建設作業騒音 伝

搬を抑制するため、工事区域外周

工事用仮囲いを設置する 

最小化 

仮囲いを設置 仮囲いを設置 4-13-13 

  低騒音型機械 使

用 

建設機械 、低騒音型又 超低騒

音型 建設機械を使用する 
最小化 

低騒音型機械を使用 低騒音型機械を使用  

  建設機械 稼動時

間 遵守 

早朝・夜間及び日曜日 、騒音を

発生させる作業 原則実施し い 
最小化 

機械稼働時間等を遵守 機械稼働時間等を遵守  

工事中 工事 伴う振動 低振動型機械 使

用 

建設機械 、低振動型 建設機械

使用 努める 
最小化 

低振動型機械を使用 低振動型機械を使用 4-13-13 

  建設機械 稼動時

間 遵守 

早朝・夜間及び日曜日 、振動を

発生させる作業 原則実施し い 
最小化 

機械稼動時間等を遵守 機械稼動時間等を遵守  

廃
棄
物 

工事中 工事 よ 影響 建設発生土 再利

用 

掘削工事 おい 発生土があ 場

合 、場内 埋め戻し等 し

再生利用を図  

低減 

該当 し 該当 し 4-14-5 

   コンクリートく 、

金属く 、木く 等

再生利用 

コンクリートく 、金属く 、木

く 等 、可能 限 資源 し

再生利用  

低減 

可能 限 資源 し 再生

利用 

可能 限 資源 し 再生

利用 

 

   現場 分別排出 発生した廃棄物 つい 、可能

限 現場 分別を行い排出  
低減 

種類ご 分類し搬出 種類ご 分類し搬出  



建設工事作業実施箇所 H28.3

屋根工事躯体工事 内装工事

建設工事作業実施箇所 H28.3

プラント工事

屋根工事躯体工事 内装工事



環境保全措置 実施状況　 ※( )内 アセス評価書 掲載貢

工事区域に仮囲いを設置　(4-1-102, 4-2-36, 4-10-42, 4-12-9, 4-13-13

工事出入口 路面・土砂運搬車両 タイヤ洗浄 4-1-71, 4-1-102 , 4-7-11

低振動・低騒音・排出ガス対策型機械 使用①　(4-1-96, 4-1-102, 4-3-26, 4-13-13)


